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資金の回収に相当の時間を要することが課題である。現在、279 日 289kg の子牛






































第１節 自由貿易の経過と TPP について 
１．農産物輸入自由化の経過 
輸出により経済成長してきたわが国は、1955 年の GATT 加盟以降、農産物の
貿易自由化を大幅に進めてきた歴史をもつ。文献［６］によると、GATT 体制下
における 1964 年から 1967 年にかけてのケネディラウンド、1973 年から 1979 年
の東京ラウンド、1986 年から 1995 年のウルグアイラウンド、1995 年からの WTO
体制下における 2000 年からの農業交渉の開始、2001 年からのドーハラウンドの
ような局面を経ながら、農産物貿易の自由化が進展してきた。GATT 交渉につい




ウルグアイラウンドでは、牛肉、オレンジを 1991 年に、オレンジ果汁を 1992 年
に自由化することが 1984 年に決まった１）。これにより関税は牛肉が 50％から
38.5％へ、オレンジが 40％から 32％へ、オレンジ果汁が 30％から 25.5％へ引き
















2009 年に民主党は選挙のマニフェストとして日米 FTA への参加を公約し、そ










によると、経済産業省は、GDP が 10 兆円増加するが、80 万人の失業者がでると
予想している。農林水産省は農林水産物の生産が４兆５千億円に減少し、食料自
給率は 13％低下し、農業の多面的機能の喪失が３兆７千億円で合計８兆２千億




によると、農林水産物の生産額は 3.0 兆円減少する。その内訳は、米１兆 100 億















年と 2012 年を比較してみると、飼養戸数は約 31,280 戸減少（90,120 戸から 58,840
戸へ）し、飼養頭数は約 126,000 頭増加（1,705,000 頭から 1,831,000 頭へ）して
















ある。文献［12］によって 2003 年と 2012 年を比較してみると、飼養戸数は 1,428
戸減少（4,800 戸から 3,372 戸へ）し、飼養頭数は 4,246 頭増加（68,440 頭から







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































順　位 県　名 肥育牛頭数 シェア
1 鹿児島 135,200 16.7
2 宮　崎 86,400 10.7
3 北海道 56,400 7.0
4 佐　賀 43,300 5.3
5 熊　本 41,900 5.2
6 山　形 31,200 3.8
7 岩　手 29,900 3.7
8 宮　城 28,500 3.5
9 長　崎 26,600 3.3








































































































































































産者）が肥育して、兵庫県内の食肉センターに出荷した未経産牛・   
  去勢牛のうち、枝肉格付等が、肉質等級：脂肪交雑のBMSナンバ
ー６以上、歩留等級：A・B等級、枝肉重量：雌 230kg以上 470kg
以下、去勢 260kg以上 470kg以下、月齢は生後 28カ月以上 60カ月以
下のものをいう．  
14）文献［８］ p.10,p.11 ,p.19を参照 .  
15）文献［９］ pp.15-21を参照 .  
16) 文献［３］を参照 .  
17) 文献［ 20］を参照 .  
18) 文献［ 10］を参照 .  
19) 文献［ 11］を参照 .  















大学経済学部紀要第 40 号.http://www.nsu.ac.jp/nsu/pdf/library/e-asia/40-2. 
［４］稲垣純一(2011)「TPP 交渉とわが国の畜産」『畜産の研究』養賢堂 pp.323-
331. 















を及ぼすか－自由貿易 VS 保護貿易－」愛知東邦学誌第 42 巻第２号抜刷














































































1 2 3 4 5 6
10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代
問２.
1 2 3 4 5 　












































































「年齢層(問１)」は、「30 歳代」～「50 歳代」が 67.6％（176 人)を占める。「よ
く購入する牛肉の価格帯（問２）」は、「200 円/100g」～「400 円/100g」が 88.2％
(166 人)を占める。「輸入牛肉を購入する理由(問６)」は「安いから」が 62.5%（30



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































せると 50.0％（126 人）である。約半数の消費者は TPP をあまり知らない状況
にある。「TPP は進める方がいいか(問８)」については、「進めない」が 38.7%
（96 人）、「わからない」51.2％（126 人）である。 
第２に、クロス集計結果を第２－３表に示す。年齢層に着目すると、その１




歳代と 40 歳代）については、「200 円/100g」と「300 円/100g」の価格帯で購
入し（79.3％、71 人）、「国産牛肉」を志向している（96.1％、74 人）。「TPP 加
入後安価な牛肉が輸入されてくるが、買うか」については、「買わない」と「わ
からない」という意見が多い（93.5％、72 人）。その３として、「壮年層」（50










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































若年(10歳代 .20歳代） 43 1.8862 -0.6448
中年(30歳代 .40歳代) 110 0.2977 0.2687
壮年(50歳代 .60第代） 77 -1.2915 -0.0399
100円/100g 13 2.5490 -0.8015
200円/100g 59 0.7842 -0.1366
300円/100g 60 -0.6233 0.3153
400円/100g 31 -0.5784 -0.0502
500円/100g 6 -2.6716 0.4327
知っている 118 -0.5127 0.0198
知らない 32 1.5097 -0.5474
買う 20 0.9358 -0.0139
買わない 93 -0.9859 -0.1733
わからない 117 0.8860 0.5059
進める 50 0.8237 0.8412





















































く購入する牛肉の価格帯」は、「200 円/100g」(31.7%、51 人)と「300 円/100g」
（36.0%、58 人）が多い。「TPP を知っているか」は、「知っている」(44.7％、
72 人)と、「くわしく知らない」(40.4％、65 人)が多い。「TPP 加入後安価な牛肉
が輸入されてくるが、買うか」は、「買わない」(43.5％、70 人)と「わからない」
(48.4％、78 人)が多い。「TPP は進める方がいいか」は、「進めない」（41.0％、






















国　産 輸　入 わからない 計
27 0 4 31
87.1 0.0 12.9 100.0
74 3 0 77
96.1 3.9 0.0 100.0
53 0 0 53
100.0 0.0 0.0 100.0
11 2 0 13
84.6 15.4 0.0 100.0
51 1 2 54
94.4 1.9 3.7 100.0
58 0 2 60
96.7 0.0 3.3 100.0
28 0 0 28
100.0 0.0 0.0 100.0
6 0 0 6
100.0 0.0 0.0 100.0
72 3 2 77
93.5 3.9 2.6 100.0
17 0 0 17
100 0 0 100
65 0 2 67
97.0 0.0 3.0 100.0
6 3 0 9
66.7 33.3 0.0 100.0
70 0 0 70
100.0 0.0 0.0 100.0
78 0 4 82
95.1 0.0 4.9 100.0
15 0 2 17
88.2 0.0 11.8 100.0
66 0 0 66
100.0 0.0 0.0 100.0
73 3 2 78

























































若年(10歳代.20歳代） 30 1 31 0.4247
中年(30歳代.40歳代) 80 3 83 -0.1615
壮年(50歳代.60第代） 56 2 58 -0.0138
100円/100ｇ 13 2 15 -0.5775
200円/100g 56 1 57 -0.0070
300円/100g 60 0 60 0.0373
400円/100g 31 3 34 0.2061
500円/100g 6 0 6 -0.0214
知っている 74 5 79 -0.1466
知らない 22 1 23 -0.1811
くわしく知らない 70 0 70 0.2144
買う 7 5 12 -3.5956
買わない 77 0 77 0.0447
わからない 82 1 83 0.3565
進める 17 2 19 1.0604
進めない 70 0 70 0.1391














































































































績がある肥育農家で調査に協力可能な 48 戸に対して、2011 年年８月にアンケ
ート調査と現地調査を実施した。アンケート調査票の回収率は 100%（48 戸）
である。 
調査対象肥育農家の概要を整理すると、年齢は 30 歳代から 70 歳代で、平均年
齢は 55 歳である。特に 60 歳代以上は 27 戸と 56%を占めており、高齢農家が
多い。飼養規模は最小 62 頭から最大 592 頭であり、１戸当たり平均飼養規模は









管理能力から 53 歳以下の若い経営主の農業所得は平均以上で、また、54 歳以
上でも野心を持つ農家も平均以上である９）」としている。上物率と年齢の回帰分





る。文献［１］では「飼養規模 200 頭未満の平均販売価格が 785,981 円であり、
200 頭以上が 784,229 円と差がない 11）」としている。飼養頭数と上物率の回帰




















要因」、問５．「200 日 200kg での導入」、問６．「将来の和牛枝肉重量は何 kgか」、
問７．「後継者の有無」、問８．「TPP の意味について」、問９．「輸入牛肉に勝て



























































































































































































































































































































































































































































































壮年層」で 21 戸のうち 16 戸（76.1％）、「60 歳代」と「70 歳代」の高齢農家で




















































































































開始時の導入子牛の日令と体重については、「200 日 200kg での導入」は「でき
ない」54.1％(26 戸)、「できる」35.4％（17 戸）という意見が多い。「200 日 200kg
での導入」について「できる」と回答した肥育農家のうち、経営を「止めない」

























き残り条件」、「200 日 200ｋｇでの導入」、「24 カ月肥育の可能性」のすべてに
有意性が認められる。また、カテゴリー数量がマイナスとなっている「年齢層」






















30歳代 1 2 3 0.3857
40歳代 1 5 6 0.3780
50歳代 3 9 12 0.6325
60歳代 5 12 17 -0.3332
70歳代 4 6 10 -0.2933
価　格 14 29 43 -0.1927
歯ごたえ 0 1 1 1.2674
赤　肉 0 4 4 1.6972
コスト低減 2 9 11 0.0144
高級牛肉生産 4 11 15 -0.5527
安全・安心 0 5 5 0.3465
輸　出 0 6 6 1.0664
できる 6 11 17 -0.1866
できない 8 18 26 -0.1957
わからない 0 5 5 2.1753
仕上がる 7 14 21 -1.1520
仕上がらない 2 15 17 1.0491























































頭当たり平均販売額は 916,184 円、同経営費は 851,209 円、同所得は 64,976 円
となっており、肥育経営による所得は少ない。経営費の中では、特に飼料費
244,358 円（28.7％）、素畜費 430,818 円（50.6％）の占める割合が高く、全体





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10）上物率と農家の年齢について、目的変数を上物率とし、説明変数を農家年    
齢とし回帰分析した結果、相関は低いため、年齢を限定しなかった.分析数  






























17）農林水産省生産局畜産部 畜産をめぐる情勢によると、肉用子牛は 2010 年




















術対応について－長崎県を事例として－」『農業経営研究』 51(2) pp.55-60. 
［４］甲斐論(2011)「TPP と日本農業の課題～畜産物を中心にして～」九州大学   
農学研究科国際シンポジューム.  









［６］河野幸雄(2011)「黒毛和種去勢肥育牛における肥育期間短縮」『平成 22   
年度広島県立総合技術研究所畜産技術センター研究成果発表会報告』広 
島県立総合技術研究所 pp.4-6. 




















































観　　察 　　　　　● 　　　　　　● 　●
飼 槽 清 掃 　　　　　　　　　● 　　● 　　　　　　●
わ ら 給 与 　● 　　　　　　　　　　●
濃厚飼料給与 　　　　　● 　　　　　　　●
清　　掃 　　　　　　　　　● 　 　　　　　　　　　●
月 1月･2月 3月・4月 5月・6月 7月･8月 9.月10月 11月・12月
飼料調整 ●●●●●●●●
わら細断 ●●●●●●●●
牛体手入れ ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　●
出　　　荷 ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　● ●　　　　　　●
子牛導入 ● ● ● ● ● ●
敷き料交換 ● ● ● ● ● ●
















































　 等 級 上物率 備　考　
県　名 A5+A4 （銘柄牛名）
20.3 36.9 57.2 25.3 7.6 0.0 -
27.5 38.1 65.6 22.6 6.5 0.0 前沢牛
40.6 36.2 76.8 15.0 1.8 0.0 飛騨牛
24.5 39.7 64.2 20.0 5.8 0.0 松阪牛
24.0 49.6 73.6 13.1 1.5 0.0 近江牛
12.7 34.4 47.1 24.5 14.5 0.0 神戸牛
20.1 39.4 59.5 22.9 5.4 0.0 佐賀牛
16.5 40.0 56.5 27.2 7.1 0.0 宮崎牛
14.7 37.6 52.3 27.8 9.3 0.0 鹿児島牛












































































































































































































































































































































































































































































































































































































-0.1620 0.1817  
***




牛体評価 8.3986 0.6051 0.2407




































































購読 している 19 2.8183
購読 していない 29 -1.8464
購読 している 6 9.1994
購読 していない 42 -4.5997
出席する 42 0.9260
出席しない 6 -6.4823
参加 する 25 4.0501
参加 しない 23 -4.4022










投　　  薬 3.3250 0.8677 0.1442
牛の手入れ頻度 14.3712 0.9167
飼料調整頻度 2.5000 0.8622 0.0794
0.3998 **
**
0.4349 **敷き料交換頻度 10.4125 0.8186
営 農 意 欲 3.0250
6.7861 0.8837 0.2931
営農意欲
清 掃 頻 度
0.6599 0.1787 *
知識欲
農業新聞購読 4.6647 0.7283 0.4427 ***
部会出席 7.4083 0.5619 0.4380 ***
専門誌購読 13.7991 0.8452 0.7982 **
枝肉出荷立会い 3.2023 0.7329 0.2184 **



















































14）文献［２］pp.55-60 を参照．黒毛和種肥育牛 1 頭当たり収支において粗収入














研究報告』福井県畜産試験場 7(21) pp.27-32. 
［２］平山耕三・糸原義人・山本晴彦(2013)「TPP 参加と黒毛和種肥育経営の技
術対応について－長崎県を事例として－」『農業経営研究』日本農業経営
学会 51(2) pp.55-60. 
［３］平山耕三・糸原義人・山本晴彦(2014)「黒毛和種肥育経営における肥育技術
とその課題－長崎県を事例として－」『農業生産技術管理学会誌』農業生
産技術管理学会 vol.21 No2,pp.49-62. 



































































































































様に（69.2 点×３点）＋（30.3 点×２点）＋（０点×１点）で得点は 269.2 点と
なる。これを３で除して 89.7 点と表せる。不振農家について（4.3 点×３点）＋
















変数「牛舎環境」では優良肥育農家は 90.7 点、不振肥育農家は 50.0 点である。
②「飼養環境」では優良肥育農家は 92.6 点、不振肥育農家は 37.9 点である。し
たがって、③基本項目「環境管理」では優良肥育農家は（90.7 点＋92.6 点）/２
















































































購読 している 19 2.8183
購読 していない 29 -1.8464
購読 している 6 9.1994
購読 していない 42 -4.5997
出席する 42 0.9260
出席しない 6 -6.4823
参加 する 25 4.0501
参加 しない 23 -4.4022







枝肉出荷立会い 3.2023 0.7329 0.2184 **
研修会参加 8.4523 0.8525 0.5989 ***
*
知識欲
農業新聞購読 4.6647 0.7283 0.4427 ***
部会出席 7.4083 0.5619 0.4380 ***
専門誌購読 13.7991 0.8452 0.7982 **
営 農 意 欲 3.0250
6.7861 0.8837 0.2931
営農意欲
清 掃 頻 度
0.6599 0.1787
**
0.4349 **敷き料交換頻度 10.4125 0.8186
0.3998 **
主体的行動
投　　  薬 3.3250 0.8677 0.1442
牛の手入れ頻度 14.3712 0.9167









































第５節 小 括 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































術対応について」『農業経営研究』日本農業経営学会 51(2) pp.55-60. 
［２］平山耕三・糸原義人・山本晴彦(2014)「黒毛和種肥育経営における肥育技
術とその課題―長崎県を事例として―」『農業生産技術管理学会誌』農業 
産技術管理学会 vol.21 No2,pp.49-62. 
［３］糸原義人（2000）「経営主体別経営者能力格差と農業展開－山口県農業を 



























年８月６日、８日、10 日、16 日、22 日および９月 10 日の６日間に実施してい
る。計測機器は、京都電子工業製ポータブル PMV 計を利用している。観測した
気象要素は、気温、風速、相対湿度の３要素であり、移動観測を行うため、牛舎































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      第５補－１図 環境測定肥育農家牛舎の所在地 
注：図中の数字は第５補―１表の No.と一致する。 





























































































ここで、データの個数については、17 ヵ所 15 分の計測で 255 個のデータを収集













－３表にまとめると、牛舎の外部気温は、最大 35.7℃、最小 28.1℃、平均は 32.0℃
である。内部気温は、最大 33.3℃、最小 26.8℃、平均は 32.0℃である。風速につ






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いる。また、牛舎内部は、最大 4.3m/s、最小 0.0m/s、平均 0.8m/s 比較的弱い。 
































































31.8 31.2 31.2 1.1 0.2




29.7 28.6 26.4 2.0 0.8 1.9 63.2 67.6 86.0






項　目 最　小 最　大 平　均 標準偏差
外部気温(℃） 28.1 35.7 32.0 1.8
内部気温(℃） 26.8 33.3 30.7 1.5
外部風速(m/s) 0.0 6.2 1.9 1.2
内部風速（m/s） 0.0 4.3 0.8 0.7
外部湿度（%） 38.6 83.2 67.3 12.3












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































外部気温 0.3972 0.4762 ** 8.9016
外部風速 -0.0140 -0.0115  -0.2204
内部風速 0.2460 0.1139 * 2.2309
外部湿度 0.0204 0.1692 ** 3.2149
内部湿度 -0.0259 -0.1274 * -2.2760
資料：調査結果より作成　n＝247　(2012)
注)表中の**は5%で有意、*は10％で有意




























1 49.0 不振肥育農家 -0.9 2.0 7.3
2 68.0 優良肥育農家 -1.9 1.6 22.0
3 59.0 普通肥育農家 -1.5 1.1 13.5
4 56.9 普通肥育農家 -1.4 -2.0 9.5
5 81.0 優良肥育農家 -2.3 1.7 14.8
6 80.0 優良肥育農家 -1.8 1.9 -14.5
7 43.0 不振肥育農家 0.5 0.7 -6.1
8 79.0 優良肥育農家 -2.5 1.1 -9.0
9 46.0 不振肥育農家 -0.3 0.5 13.0
10 82.0 優良肥育農家 -2.9 1.5 4.7
11 54.5 普通肥育農家 -1.0 1.6 -9.0
12 52.1 普通肥育農家 -0.5 0.7 5.7
13 54.5 普通肥育農家 -0.8 1.3 6.9
14 77.0 優良肥育農家 -1.8 1.5 -14.6
15 45.0 不振肥育農家 -0.1 1.1 -18.6
16 70.0 優良肥育農家 -1.6 1.8 0.5








































気温(内外差） -14.6356 -0.9427 ** -9.3129
風速(内外差） 1.1882 0.0788  0.8220
湿度(内外差） -0.2113 -0.1808  -1.8957
資料：調査結果より作成（n-=17）（2012）
注：表中の**は5%で有意

























































































































































The Japanese government has joined TPP negotiations aimed at promoting further trade 
liberalization. Although the domestic beef industry has been protected by import tariffs 
in the past, concern has increasingly arisen that beef cow fattening farms of Japanese 
Black cattle will be strongly affected by the reduction or abolition of tariffs as a result of 
Japan’s participation in TPP under the WTO system. Examination of how beef cow 
fattening farms of Japanese Black cattle should respond to trade liberalization trends and 
assessment of what technical measures should be taken to protect their competitive 
position have become increasingly important. Considering these circumstances, this study 
of consumers and Japanese Black cattle fattening farms in Nagasaki Prefecture was 
conducted to identify the future direction of Japanese Black cattle fattening businesses in 
light of trade liberalization. The following are key findings of this study. Chapter 1 
presents preceding research, describes the process of import liberalization of agricultural 
products, the process until participation in the TPP negotiations, and the effect of joining 
the TPP based on the cases of preceding studies, and points out the unavoidable trend of 
trade liberalization. The study also shows that the Japanese Black cattle, recognized as 
high-grade beef are differentiated from import beef. They are expected to will prevail in 
competition stimulated by trade liberalization. The technical capacity required for high-
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grade beef production that Japanese Black cattle fattening farms must maintain, however, 
has yet to be investigated. This study was undertaken to suggest the direction of Japanese 
Black cattle fattening business after the implementation of trade liberalization, and from 
Chapter 2, explores measures to be taken in response to trade liberalization. Chapter 2 
presents a hypothesis: although consumers are not supportive about Japan’s participation 
in the TPP, people of certain age groups prefer low-priced beef. The majority, however, 
support domestically produced beef because of its safety and reliability. The survey result 
is analyzed based on quantification theory. The findings suggest that first, whereas 
consumers tend to prefer domestically produced beef and tend to be rather negative about 
Japan’s participation in the TPP, “middle-aged” parents of children consuming large 
amounts of food are more inclined to buy imported beef because of its low price. Secondly, 
“young” respondents had less knowledge of TPP. Many have no opinion about Japan’s 
TPP participation and purchase of import beef, which suggest their lack of interest in the 
issue. Finally, those in the “middle youth” age group are negative about TPP membership 
and will not purchase low-price import beef. In other words, although the “middle-age” 
group prefers low-price beef, most consumers prefer safe and reliable domestically 
produced beef, which supports the hypothesis. Chapter 3 presents the hypothesis that 
Japanese Black cattle fattening farms will prevail in competition if they can produce high-
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grade beef at low cost. To achieve this, they must fatten young calves through appropriate 
breeding management and early shipment. The analysis uses a multiple regression 
method based on data on working hours and results of observation. The result indicates, 
first, that production of high-grade beef is continued by aged farmers using advanced 
techniques of breeding management. Secondly, the study reveals that low-cost production 
requires efforts at “introduction of 200 kg in 200 days" and “potential for 24-month 
fattening.” Reduction of the fattening period, however, requires advanced production 
techniques, which must be handed down from older farmers to young and middle-aged 
farmers. The findings presented above support the hypothesis. Chapter 4 addresses the 
following based on the question of what tasks should be emphasized to improve beef quality. 
First, among the factors affecting the rate of high-quality meat, those indicated as important 
tasks by the results include the “percentage of cleaning time,” “percentage of trough cleaning 
time,” and “percentage of observation time” in the daily management routine and the “frequency 
of bedding replacement" for irregular management tasks.Secondly, results revealed a significant 
relation between an increase in the rate of high-quality meat and “voluntary factors.” In other 
words, “reading scholarly journals,” “participating in training sessions,” “reading agricultural 
newspaper,” “attending sectional meetings,” “frequently replacing bedding," “frequently 
maintaining cattle bodies,” “accompanying carcass shipment,” “frequent cleaning,” “high 
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motivation for farming,” “administering drugs,” and “frequently improving feed quality” are 
inferred from the results to be important voluntary actions that can be expected to help increase 
the rate of high-quality meat.In Chapter 5, the following findings are presented in line with 
analysis of the relation between the control techniques and business management skills of 
fattening farms. In other words, if the fattening farms in the survey are categorized into “high-
performance farms,” “standard farms,” and "low-performance farms," clear differences among 
them can be ascertained based on management factors (“cattle body management,” 
“environmental management,” and “stress management”) and voluntary factors (“voluntary 
action,” “motivation for farming,” and “appetite for knowledge").Supplementary Chapter 5 
measures the breeding environment of fattening farms and analyzes the differences in the 
inside and outside of the cowshed environment. The result is that, first, factors affecting 
the “temperatures inside and outside of the cowshed” include “temperature outside the 
cowshed,” “humidity outside the cowshed,” “wind velocity inside the cowshed,” and 
“humidity inside the cowshed.” This result suggests that external wind, humidity, and 
temperature significantly affect the internal environment of the cowshed. Moreover, 
controlling the external environment influences the environment inside the cowshed. 
Secondly, the result reveals that superior fattening farms with a high rate of high-quality 
meat maintain the temperature inside the cowshed lower than the outside temperature. 
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Superior fattening farms produce high-quality beef by maintaining an environment 
comfortable for the cows. This result specifically agrees with the hypothesis of Chapter 
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